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保育課程に基づく保育実践の自己評価観点明確化手順の開発

―私立御南保育園でのアクション・リサーチ―
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Developing a Procedure to Clarify Self-Evaluation Views regarding Practices of 
Care and Education in Preschools on the Basis of the Curriculum in the Preschools：

Action Research Conducted in Minan Private Preschool

    This study examines the curriculum management of preschool care and education in Japan. It aims to develop a procedure to clarify 
self-evaluation views regarding practices of care and education in preschools on the basis of the curriculum in the preschools.
   The action research conducted in Minan Private Preschool clarified the following. After developing a complementary curriculum 
on the basis of the theoretical framework of complete care and education in preschools and on the aims and contents stipulated in the 
Day Care Guideline, we can establish self-evaluation views regarding care and educational practices in preschools by using the above-
mentioned framework, guidelines for practices in the preschools, and matters stipulated in the Day Care Guideline.
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１．本リサーチの背景と目的及び方法

　保育所保育指針は，2008年の改定により，2009年度か

ら法的拘束力を持つものになった。「保育計画」という用

語は「保育課程」に改められ，これまで以上に，各保育園（注1）

の保育の一貫性，体系性，組織性，計画性が重視される

ことになった（1）。さらに，各保育園には，保育の目標・

全体計画を明確にして，その計画に基づき実践を展開し，

自己評価し，改善することが求められている（2)。

　しかし，このように，保育園保育の基準が改められて

も，それが保育現場で実現する保障はないといえる。例

えば，幼稚園では，教育の基準が示される幼稚園教育要

領が1989年に改訂され，遊びを通しての指導を中心とす

る，環境を通しての教育が，打ち出されたが，放任になっ

ているとか学級崩壊につながったとかいう指摘がなされ

るようになった。例えば，小田は，次のように述べてい

る（3）。「幼稚園教育では，『主体性』という言葉が間違え

て捉えられて独り歩きし，あたかも教師の必要性がない

ような教育の傾向が生まれてしまいました。『自由感あふ

れる』と表記したにもかかわらず，『子どもは自由である』

というような捉え方をしてしまったのです。」

　こうした教育の基準についての改革の成果が現場で現

れないと言われる問題は，幼稚園だけのことではない。

小学校や中学校や高等学校でも，同様な問題が生じてき

た。そして，その解決を求めて，組織に必要とされる条

件整備（人・物・財・組織運営の面での条件整備）につ

いての研究，つまり，教育課程経営研究ないしカリキュ

ラムマネジメント研究が確立してきたのである。

　教育課程経営論の嚆矢と言われる(注2）高野は，戦後の教

育改革に成功感があまりないことを問題視して，その解

決策について考察している（4）。「教育課程や授業の内容そ

のものの基準が改革され，また学校がそれに沿って改革

の努力をしても，それだけでは，そもそも教育課程改革

とはならなかった。」「今日の教育課程改革論は，もはや

単なる教育内容編成の改革論ではなく，その条件づくり

をも含み，見通す『教育課程経営
4 4 4 4 4 4

改革論』でなければ，

有効性を発揮し得ないと思われる。」（傍点は高野）ここ

で言われている「教育課程経営」とは，「単に教育課程の

内容をどうするか(教育課程内容論)，ということだけでな

く，教育課程内容の計画=編成(Ｐ)→その実施=展開(Ｄ)→

評価(Ｓ)を進めていく過程でなされる，さまざまな組織・
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運営上の条件づくり
4 4 4 4 4

(条件整備)を意味している」（傍点は

高野）。つまり，高野は，教育課程の内容改革とそれに対

応する条件整備とを，Ｐ－Ｄ－Ｓサイクルを回しながら

進めていく「教育課程経営」の必要性を主張しているの

である。

　その後，「教育課程経営」という用語の代わりに「カリ

キュラムマネジメント」という用語を用いる研究者が現

れてくる。例えば，中留（5）は，地方分権が進んできて，

教育課程の大綱化・弾力化が進んで学校の自律性が強ま

る中で，「静態的」で「硬直化したイメージ」を持たれて

いる「教育課程」という用語に代えて，それを編成する「主

体者の裁量の広がり」や「文化」としてとらえること等

を含めたより広い意味の「カリキュラム」という用語を

用い，「カリキュラムマネジメント」と言っている。また，

中留・田村（6）は，2004年の段階で，カリキュラムマネジ

メントについて，次のように解説している。「カリキュラ

ムマネジメントをあえて定義づけるとすれば，それは，『各

学校が教育目標の達成のために，児童・生徒の発達に即

した教育内容を諸条件とのかかわりにおいてとらえ直

し，それを組織化し，動態化することによって一定の教

育効果を生み出す経営活動である』ということになる。」

「この定義の文言である『組織化し，動態化する』とい

うのは，教育目標達成のための教育内容を編成，実施，

評価，改善（Ｐ－Ｄ－Ｓ－Ｉ）する一連の経営活動のプ

ロセス(サイクル）を意味する。」したがって，「ここで言

う一定の教育効果とは単なる『プロダクト』ではなく，

Ｐ－Ｄ－Ｓ－Ｉのインプルーブメント（Improvement）に

あるように最終的にカリキュラムマネジメントはそれに

よって，学校を改善することに向けられる。」つまり，カ

リキュラムマネジメントは，教育目標を達成するための

教育内容とそれに対応する条件整備とを，Ｐ－Ｄ－Ｓ－

Ｉサイクルを回しながら実現していく経営活動であり，

最終的に，学校改善に向かっていくということである。

　なお，田村は，Ｐ－Ｄ－Ｓ－ＩサイクルのＳの中に実

質的にＩの作業が含まれ，また，Ｐ－Ｄ－Ｓ－Ｉサイク

ルとＰ－Ｄ－Ｃ（Check点検）－Ａ（Action行動）サイク

ルは同義であるととらえる(注3)。つまり，Ｐ－Ｄ－Ｓ＝Ｐ

－Ｄ－Ｓ－Ｉ＝Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａということである。

　さらに，倉本は，それまでのわが国におけるカリキュ

ラムマネジメント研究について，「一定の教育課題に特化

したカリキュラムの方法・内容論や，その学習者である

生徒への教育的効果，及び学校と学校外組織との『協働

性』に関するカリキュラムマネジメント論の領域までは，

十分な理論的整理が行き届いているとは言い難く，そこ

に必然的な理論的限界点を持っている」と考察する（7）。

そして，その発展のために，アメリカのカリキュラムマ

ネジメントに注目し，先行理論研究とサービス・ラーニ

ングの分析・検討をとおして，次の点に関する理論的実

証的な研究成果をあげている（8）。「教育目標達成のための

教育内容・方法上の指導系列（Curriculum &  Instruction）

としての教育活動と，それをサポートする条件整備とし

ての組織経営活動（Management）の 2 系列において，そ

の目標に対応した成果を生成するカリキュラムPDS過程

という動態的概念がカリキュラムマネジメントであり，

カリキュラムの開発・経営論を中核に据えれば，学校組

織システムの改善過程に有効性を持ち，生徒の教育効果

を上げることが可能となる。」（9）

　こうした，カリキュラムマネジメントにより教育課程

改革そして学校改善を実現していこうとする研究動向を

参考に，今日では，幼稚園においても，山中ら（10）により

カリキュラムマネジメントの考え方による研究が開始さ

れている。

　本稿で注目している保育園においても，保育の基準に

ついての改革を現場で実現するために，カリキュラムマ

ネジメントの考え方を導入しようとする新たな研究が開

始されている。岡山市の私立御南保育園における，保育

目標を明確にして，一貫性，体系性，組織性，計画性を

保持しながら園の保育を実践し改善していくための手順

を開発するアクション・リサーチが，それである（11）。園

名を公表することについては，園より了承されている。

　まずは，アクション・リサーチにおいて重要となる，

リサーチ開始前の御南保育園の状況説明を行う。

　2002年 4 月 1 日に，岡山市初の幼・保一体型施設とし

て，岡山市御南幼児教育センターが開園し，その一方の

御南保育園については，社会福祉法人橘会が経営するこ

とになった。この御南保育園では，2001年 6 月に岡山市・

岡山市教育委員会が作成発表した「岡山式カリキュラム」

の考え方に沿って保育を展開することになった。しかし，

この「岡山式カリキュラム」の保育目標をそのまま園の

保育目標にすると，実際の保育の考え方や実践に対応し

ないという重大な問題を抱えることになった。

　それに対して，園長は，30年以上に及ぶ保育経験を基

礎にしながらも，改めて保育の原点に立ち返り，園独自

の保育論・保育計画（今日の保育課程に対応）・保育実践

を確立したいと考えていた。このことの実現のために，

岡山式カリキュラムの内容についての独自のとらえ方を

明らかにすることが，園の課題となっていた。

　そこで，御南保育園では，保育方法論やカリキュラム

について研究している外部支援者と協働することにし

て，アクション・リサーチが開始され，2008年 6 月から

2009年 9 月にかけて，次の成果が得られている。まず，

保育士が保育現場で実際にその達成を目指しており，同

時に，保育士が納得できている保育目標を，実効のある

保育目標ととらえ，その明確化手順が，続いて，成立し

た保育目標を実現するための保育全体の理論的枠組みの

明確化手順が開発されている。そして，園の創意工夫の
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積み重ねの中から生み出された実効のある保育目標及び

保育全体の理論的枠組みを保持しながら，同時に，保育

所保育指針において基準として示されている保育の目標・

ねらい・内容を保障することを意識した，保育課程編成

手順が開発されている。

　本アクション・リサーチでは，以上の成果を生かして，

保育園現場が一貫性，体系性，組織性，計画性を保持し

ながら保育を実践し改善できるようにするために，保育

課程に基づく保育実践の自己評価観点明確化手順を開発

することを目的とする。なお，導き出された自己評価観

点は，まず，指導計画に記述されている保育実践内容が，

保育課程を具体化できているかどうかを自己評価する際

に活用され，最終的に，保育実践そのものの自己評価観

点として活用される。ここで「活用」と述べるのは，実

際の評価段階で，例えば，保育実践時に保育者の主体性

と柔軟性を保障するために，自己評価観点を精選する等

の可能性があるからである。実際の評価段階についての

研究は今後の課題である。

　保育課程に基づく保育実践の自己評価観点明確化手順

についての仮説をあげると，それは，次のとおりである。

保育全体における位置づけが共通するものごとに園の保

育実践を分類し，対象保育実践を決定する。決定された

対象保育実践の自己評価観点は，保育課程の前提にある

保育全体の理論的枠組みの観点と，指導上の留意点の観

点と，保育所保育指針で重視されているねらい等の観点

とから明確にできる。

　この仮説により，第一段階として，執筆者らが，対象

保育実践を決めて，前述の三つの観点から自己評価観点

を案出し整理する。次いで，第二段階として，対象保育

実践及び園の保育全体について理解できていると評価さ

れている複数保育士が，その自己評価観点の明確化手順

と導き出された案が，その園の考え方として妥当かどう

かを検討する。つまり，仮説による保育実践の自己評価

観点明確化手順と自己評価観点案が，園の保育課程に基

づくものとして妥当であるかどうかを所属保育士の蓄積

してきた保育経験及び知識に基づいて検討し検証しよう

とするわけである。なお，検討の結果，修正が必要であ

れば，自己評価観点の明確化手順及び自己評価観点案は

修正する。

　園の保育全体について理解できていると評価される複

数保育士により共通理解された対象保育実践の自己評価

観点は，その後，園内で他の職員に説明され再検討され

る，また，保護者や地域住民に説明し意見を求めていく

出発点になるものと位置づけられる。

　リサーチ結果を解釈・検討する観点について明確にし

ておく。アクション・リサーチは，一般化された法則を

明らかにすることよりもむしろ，現実の変革を目指す研

究である。したがって，結果に関しては，秋田が整理し

ているように，問題解消の「有効性」，コスト・パフォー

マンス等からの「実用性」，場を共有する人や類似場面に

いる人の「受容性」の観点から解釈すると共に，その検

討は，「同じデータを分析したときにどの程度同じ結論に

いたるかという内的一貫性としての信頼性」の観点から

行う（12）。その成果は，他者に受容・活用・修正されてい

く形で，より適用範囲の広い，より一般的なものへと発

展していく。

　本リサーチにおける執筆者の役割は，次のとおりであ

る。第一執筆者は，御南保育園副園長の立場で，第二執

筆者と共に目的と仮説を設定した上で，仮説に基づいて

自己評価観点を案出し，園内での検討・修正を統括する。

第二執筆者は，カリキュラム研究者の立場から，第一執

筆者と共に目的と仮説を設定した上で，研究が順調に進

んでいくように定期的に助言を行う。

２．実効のある保育目標の明確化から保育課程編成ま

　での過程

　保育実践の自己評価観点明確化手順の開発の前提にあ

る，実効のある保育目標の明確化から保育課程編成まで

の園内での協議・合意過程を概説する。

１）実効のある保育目標に関する考え方の明確化手順

　について

　最初に，園長と副園長と外部支援者が協議し，実用性

の観点から，保育士の負担軽減を考えて，外部支援者が，

必要資料を収集した上で，共同検討資料を作成している。

　保育現場で実際に達成が目指されている保育目標を得

るために，園内で，実践記録等を収集し，保育実践に関

する聞き取りを行っている。また，所属保育士が保育目

標について納得できるように，教育基本法での「幼児期

の教育」の規定について理解を深める資料を収集してい

る。「人格の完成」へ至る過程と人格完成へ至るための「基

礎」についての理解を深めるための資料を，実用性の観

点から，現在購入でき一般によく知られていると考えら

れるものに範囲を限定し，収集している。

　続いて，外部支援者は，収集資料を分析し考察した上

で，人格完成へ至る過程及び人格完成へ至るための基礎

に関する考え方と，その考え方を背景に明確にされて

いる保育目標という形の共同検討資料を作成している。

園長と副園長がその共同検討資料の内容が妥当かどうか

を検討して外部支援者に助言することを繰り返し，最終

的に合意されたものをその時点での保育目標に関する考

え方としている。この確定手順については，次のように

考えられている。この園は私立であり，創立時から，園

長の保育実践から形成されてきた保育の考え方を明確に

し，検討し，発展させることを，園の基本的考え方とし

ている。したがって，園長とその補佐役である副園長が
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妥当と判断するという手続きで，最初に，今後職員全体

で検討発展させていく元になる保育目標に関する考え方

を明確にしている。

２）実効のある保育目標を達成するための保育全体の

　理論的枠組みの明確化手順について

　 1 ）と同様の考え方で，外部支援者が，保育の実際に

関する資料を園内で収集した上で，共同検討資料を作成

している。外部支援者は，保育全体の理論的枠組みを明

確にするために，共同検討資料の項目として，「保育の基

本」，「保育目標」，「目指す子ども像」，「保育内容の構成

の仕方」，「保育形態」及び「保護者とのかかわり方」を

あげると共に，その評価についての考察も参考資料とし

て加えている。そして，「保育目標」と「保育内容の構成

の仕方」，「保育形態」，「保護者とのかかわり方」との関

係も記述している。最終的に園長と副園長と外部支援者

に合意されたものをその時点での保育全体の理論的枠組

みとしている。

３）実効のある保育目標と保育全体の理論的枠組みに

　ついて

　保育実践の自己評価観点明確化手順に直接関係する，

「保育目標」そのものと「保育内容の構成の仕方」と「保

育形態」をあげる。ここでは，その後に一部修正を加え

られた保育課程編成時のものをあげている(注4)。

（１）保育目標

イ）　  十分に養護の行き届いた環境の下に，くつろいだ

雰囲気の中で子どもの様々な欲求を満たし，生命の

保持及び情緒の安定を図る。

ロ）　  表現しきれる体力・気力を育てる。

ハ）　　美しい自然，すばらしい自然，自然の中での驚き

を感じる感性（センス・オブ・ワンダー）を育てる。

ニ）　　自然のサイクルの実感や自然に生かされている感

覚を育てる。

ホ）　　感動したものを表現する心を育てる。

ヘ）　　自分で考え，あるいは，自分たちで考え話し合っ

て，生活を創っていく力をつける。

ト）　　他を応援する，年下の子のために仕事をする子に

育てる。

チ）　　「ありがとう」の気持ちを育てる。

リ）　　保護者の方々と共に子どもたちを育てたい。

（２）保育内容の構成の仕方［主に保育目標のイ），　

　　ロ），ハ），ニ），ホ），ヘ）と関係］

　養護面では，生命の保持及び情緒の安定を図ることを

常に意識しておく。

　教育面では，一日の最初に，縄跳びや鉄棒などで体力・

気力の充実と心の満足及び身体の安定を図る。このこと

をみんなで行うことで，園生活を始めることのできる覚

醒状態になり，一体感を持てると共に，長期的に見ても，

力強く安定した身体を育てることになる。朝の自由遊び

の後，   0 歳児クラスから，それぞれクラスごとに朝の会

を行い，自分で考えて，あるいは自分たちで考え話し合っ

て，生活を創っていく力とクラスの一体感を培っていく

ことが重視される。朝の会の後には歌を歌い，歌に込め

られた大切な心情をとらえ，表現して，その大切な心情

の中に浸り，心地よさを実感していく。なお，3 歳未満児

については，朝の会以外にも頻繁に歌を歌う。その後の 1 

日においては，自然とのかかわりの中でセンス・オブ・

ワンダーの感覚を豊かにし，これらを子どもの遊び・表

現の基礎と考え，生じてくる子どもの思いを受け止め，

十分に自己を実現していくことを基本的考え方とする。

その積み重ねの中で，子どもたちは自然のサイクルを実

感していく。また，自然に生かされている感覚も培って

いく。なお，   4 歳以上児は，   1 日の中に読書の時間を設

けて，静かに集中することを重視する。

　 0 歳児クラスより，それぞれクラスごとに午後のクラ

ス会（午後 3 時半以降の自由活動の前， 5 ～ 15分程度）で，   

1 日の生活を振り返り，明日への期待につなげていく。こ

の午後のクラス会では，朝の会と同様に，自分たちで考

えて，あるいは，自分たちで考え話し合って，生活を創っ

ていく力とクラスの一体感を培っていくことが重視され

る。

　以上からの体力・気力の充実や心身の安定や子どもた

ちの一体感を前提とした上で，言葉のやりとりや人間関

係の育ちは保障される。

（３）保育形態［主に保育目標のト），チ）と関係］

　年齢ごとでクラスを編成し保育をしているが，年下の

子どもが年上の子どもや保育士等の姿を見て憧れや目標

の明確化ができるように，また，年上の子どもが年下の

子どもの生活を整えたり，子ども同士で応援し合ったり

できるように，異年齢交流のできる形態の確保を重視す

る。

４）実効のある保育目標と保育全体の理論的枠組みの

　保育士集団による確認(13)

　 1 ）と 2 ）で明確にされた，実効のある保育目標及び

保育全体の理論的枠組みは，その後，保育士集団に説明

され，自由記述の質問紙調査の結果，彼女らにこれらの

内容が確認されて，次の意識変化が生じていることが認

められている。園の保育の一つ一つの意味が理解できた。

園の保育を推進していきたい。園の保育についての誇り

や自信が強まった。自己向上への意欲が生じた。周囲に

対して園の保育をより大きく打ち出したい。

５）保育課程編成過程の概要（14）

　保育課程編成では，まず，園長の代理という立場の副
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園長と，各年齢のクラスのリーダー保育士 5 名（ 0 ・ 1 歳

児クラス 1 名，   2 歳児クラス～ 5 歳児クラス各 1 名）と，

経験豊かで園の保育も充分に理解している保育士１名を

担当者としている。その 7 名全員から，園独自の保育観

に基づく保育課程編成をという声が上がっている。

　基本的に，園独自の実効のある保育目標と保育全体の

理論的枠組みを前提にして保育課程を編成するために，

副園長が，外部支援者と協議の上で，次の編成手順を構

想し，関係保育士に協力を求めている。園の独自性とい

える保育全体の理論的枠組みとしては，「保育目標」，「保

育内容の構成の仕方」，「保育形態」に特に注目する。保

育所保育指針の方針を表すものとしては，保育の目標・

ねらい・内容に特に注目する。その上で，両者の基本的

な考え方は維持しながら目標レベルから活動レベルへと

両者を関係づけたり整合するように部分的に修正したり

する。その際に，園の保育全体の理論的枠組みについて，

その記述は保育所保育指針の目標・ねらい・内容と整合

するよう修正するが，その内容は保持する。この基本的

考え方に基づき，「具体的課題の設定→実行内容」を発展

的に繰り返した上で，保育課程を編成している。

　成立した保育課程は，その後，職員により，指導計画

そして保育実践へと具体化されるように努められている。

３．自己評価観点明確化手順の開発過程－朝の運動遊

　びを対象に－

　ここにおいて，一定保育実践を対象に，  1 で述べた保育

課程に基づく保育実践の自己評価観点明確化手順に関す

る仮説を適用する。ここで言う一定保育実践とは，朝の

運動遊びである。この遊びを最初の対象としたのは，次

の理由からである。朝の運動遊びは，園生活において，

園児に一日の始まりを知らせると共に，異年齢集団で行

う最初の活動であり，その効果は，その後の全ての日課

に影響を与えている，したがって，最初にこの活動に仮

説を適用して自己評価観点を明確にすることは，自然に

して必要なことであると考えるからである。

　第一段階として，執筆者らは，より正確な判断ができ

るように，朝の運動遊びの概要を確認した上で，仮説の

適用により，園の保育実践の自己評価観点を案出する。

１）朝の運動遊びの概要

（１）保育目標

　保育課程では，朝の運動遊びは，領域「健康」におけ

る重点活動として，また，領域「人間関係」と領域「言葉」

に関係する活動として位置づけられている。その保育目

標には，前述の園の保育目標イ）～リ）の内，次の三つ

が該当する。

ロ）　　表現しきれる体力・気力を育てる。

ヘ）　　自分で考え，あるいは，自分たちで考え話し合っ

て，生活を創っていく力をつける。（その基盤として

心身の安定，覚醒状態，一体感をもたらす活動とし

て位置づく。）

ト）　　他を応援する，年下の子のために仕事をする子に

育てる。（「他を応援する」部分のみが該当する。）

（２）活動内容

　御南保育園では，朝の運動遊びは開園時より形態を変

化させながら実践していたが，2007年 1 月，表 1 の内容

に変更し，現在に至るまで小変更を加えながら継続して

実施している。

（３）朝の運動遊びの指導上の留意点

　朝の運動遊びにおける保育士の指導上の留意点を類型

化し，表 2 にまとめる（注5）。

２）園の保育全体の理論的枠組みから導かれる自己評

　価観点

（１）保育内容の構成の仕方から導き出される自己評

　　価観点

　保育内容の構成の仕方についての考え方における朝の

運動遊びにかかわる部分は，次のとおりである。

　一日の最初に，縄跳びや鉄棒などで体力・気力の充実

と心の満足及び身体の安定を図る。このことをみんなで

行うことで，園生活を始めることのできる覚醒状態にな

り，一体感を持てると共に，長期的に見ても，力強く安

定した身体を育てることになる。

　つまり，朝の運動遊びの主なねらいは，次のとおりで

ある。

○　体力・気力が充実する。

○　心が満足し，身体が安定する。

○　覚醒状態になる。

○　一体感を持つ。

　全体として，朝の運動遊びは，保育課程上は，主に，

体力・気力の育成を保障しようとするものであり，一日

の生活上は，降園まで幼児が安定して生活を創っていく

ための基盤になるものであるととらえられている。

（２）保育形態から導き出される自己評価観点

　朝の運動遊びにおいては，基本的に次の保育内容を考

慮した異年齢交流のできる保育形態がとられている。

○　年下の子どもが，年上の子どもや保育士等の姿を見

　て憧れを抱いたり目標を明確にしたりする。

○　子ども同士で応援し合う。

３）指導上の留意点から導き出される自己評価観点

　朝の運動遊びにおける保育士の指導上の留意点は，次

の三つの観点に類型化できる。

○　子どもの意欲を誘発する。

○　子どもが成功でき充実感を得やすいようにする。

○　子どもの充実度を増す。
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４）保育所保育指針のねらいから導き出される自己評

　価観点

　朝の運動遊びの目標及び保育内容は，保育所保育指針

の考え方との整合性を確保する必要がある。朝の運動遊

びの場合，特に関係するといえる領域「健康」と領域「人

間関係」の次のねらいとの整合性を確保することを基本

とする必要があると考えられる。

○   　「明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。」

○ 　 「自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとす

　る。」

表１　朝の運動遊び全体の流れ
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○　  「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け

る。」（「健康」に関する部分のみが該当する。）

○  　「保育所生活を楽しみ，自分の力で行動することの

充実感を味わう。」

○　  「身近な人と親しみ，関わりを深め，愛情や信頼感

を持つ。」

５）保育所保育指針の「安全管理」及び「職員の資質

　向上」から導き出される自己評価観点

　安全に関する事項と職員の資質向上についての事項が

保育所保育指針で重要視されていることから，朝の運動

遊びにおける安全管理と職員の成長については，保育所

保育指針との整合性を図っておく必要があると考えられ

る。

○　園庭の環境の安全管理を実施する。

表２　朝の運動遊びにおける指導上の留意点
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○　保育士一人一人が課題を持って主体的に学ぶ環境を

　整備し，保育の専門性を高めることができるように配

　慮する。

６）導き出された自己評価観点の整理

　本リサーチの仮説に基づいて導き出された朝の運動遊

びの自己評価観点全体を分析・整理する。なお，それら

諸観点の関係づけ及び評価の仕方については，本研究の

次の課題と考えているので，ここでは考察していない。

　まず，朝の運動遊びの保育目標，保育内容の構成の仕

方，保育形態の観点から，次の自己評価観点を得ること

ができる。

①　体力・気力の育ち

②　心身の安定

③　覚醒水準の高まり

④　一体感の強まり

⑤　年上への年下の憧れ

⑥　年下に対する年上としての自覚

⑦　他を応援しようとする気持ち・態度

　次に，指導上の留意点と保育所保育指針のねらいの中

で本研究に特に関係する部分から，次の自己評価観点を

得ることができる。

⑧　身体活動への意欲の育ち

⑨　身体活動での充実感

　なお，領域「健康」の健康な生活に必要な習慣や態度

を身に付けるというねらいについては，健康面は，①②

⑧⑨を中心に全ての観点の育ちをとおしてその達成が目

指されている。したがって，このねらいはここではあげ

ないことにする。また，領域「人間関係」のねらいにつ

いては，①から⑦の育ちをとおして，達成することが考

えられているので，あげないことにする。

　さらに，保育所保育指針では，安全や保育士の成長が

重視されていることから，次の自己評価観点もあげるこ

とができる。

⑩　安全管理

⑪　保育士の成長への配慮

７）自己評価観点の明確化手順とその案の妥当性につ

　いての検討

（１）共同検討者の選定

　共同検討者となる保育士は，朝の運動遊びを行う 2 歳

児以上の保育を担当する中堅保育士 4 名に，朝の運動遊

びを主に担当している男性保育士 1 名を加えた計 5 名と

した。園の保育全体も十分に理解し，朝の運動遊びの保

育目標や保育上の位置づけも理解していると考えられる

保育士を対象とした。

（２）手続き

　第 1 執筆者が自己評価観点の明確化手順とその内容の

妥当性を検討するという目的を対象保育士に口頭説明し

た後，  3 の 1 ）から 6 ）までの本文を読んでもらう（本論

文には，その内容が変わらない範囲で，書式変更や全角

半角の仕方の変更や字句・言い回しの修正や以上に伴う

表の位置変更を行っているものを掲載している）。園の保

育全体の理論的枠組みは，各保育士とも把握しているの

で，省略している。その後，下記の質問を行い，口頭で

回答を得た。実施日は2010年 1 月 8 ・ 9 日（金・土）である。

・　自己評価観点の明確化手順（自己評価観点案も含む）

は理解できたか。

・　自己評価観点の明確化手順は妥当か。

・　自己評価観点の明確化手順が妥当でないとすれば，ど

こを，どのように改善すべきか。

（３）共同検討の経過と結果

　共同検討者の保育士全員から，今回の自己評価観点の

明確化手順とその内容について，理解でき，妥当である

という回答を得た。つまり，対象保育実践について十分

に理解している保育士たちに受容されたわけである。た

だし，   1 名からは今後の課題として，次の回答を得た。「朝

の運動遊びは健康領域だけでなく，自然等の環境や生命

の保持（特に低年齢児）など，全ての領域に関係する保

育活動である。したがって，そういったことを勘案した

自己評価観点を導き出すことができれば，実践そのもの

もより良いものになると思う。」

　そこで，この課題を達成するための自己評価観点の追

加と，それに伴う保育課程についての記載内容の追加・

修正を行った。整理すると，次のようになる。  

　第 1 に，朝の運動遊びは，子どもが，朝の気持ちの良

い空気の中で，風や光を感じ，季節変化に気づき，月や

太陽などの天体に興味を持つという環境に関するねらい

を持っていると考えられる。そこで，次の自己評価観点

を追加する。

追加観点①　月，風，太陽，気温，影などの自然を五感

で感じること

　第 2 に，朝の運動遊びは，子ども一人一人の健康状態

を把握するという養護に関するねらいを持っていると考

えられる。そこで，次の自己評価観点を追加する。

追加観点②　心身の健康状態の把握

　第 3 に，保育全体の理論的枠組みが追加した自己評価

観点と整合するように，「保育内容の構成の仕方」を部分

修正する。ここでは，直接関係ある部分だけを明示する

こととし，変更箇所には，次のとおり下線を引いている。

　養護面では，生命の保持及び情緒の安定を図ることを

常に意識しておく。特に朝の受け入れ時と朝の運動遊び

の時は注意する。

　教育面では，一日の最初に，五感で自然を感じながら，

縄跳びや鉄棒などで体力・気力の充実と心の満足及び身

体の安定を図る。
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　第 4 に，保育課程編成表が追加した自己評価観点と整

合するように，必要な追記を行う。領域「環境」の欄と

養護「生命の保持」の欄に，朝の運動遊びに関する記述

を追加する。

　この 4 点は，調査対象保育士 5 名と副園長と外部支援

者により合意され，つまり，  7 名全員に受容された。その

結果，朝の運動遊びの自己評価観点は，次の13項目と確

定した。

①　心身の健康状態の把握

②　体力・気力の育ち

③　心身の安定

④　覚醒水準の高まり

⑤　一体感の強まり

⑥　自然に対する五感の働き(注6）

⑦　年上への年下の憧れ

⑧　年下に対する年上としての自覚

⑨　他を応援しようとする気持ち・態度

⑩　身体活動への意欲の育ち

⑪　身体活動での充実感

⑫　安全管理

⑬　保育士の成長への配慮

４．総括的考察と今後の課題

　御南保育園は，カリキュラムを研究している外部支援

者と協働し，「実効のある保育目標」と「保育全体の理論

的枠組み」を明確にして，保育課程を編成してきた。

　その上で，保育課程に基づく保育実践の自己評価観点

明確化手順を開発するために，次の仮説を設定した。保

育全体における位置づけが共通するものごとに園の保育

実践を分類し，対象保育実践を決定する。決定された対

象保育実践の自己評価観点は，保育課程の前提にある保

育全体の理論的枠組みの観点と，指導上の留意点の観点

と，保育所保育指針で重視されているねらい等の観点と

から明確にできる。この仮説により，園長の代理として

副園長が中心になって，朝の運動遊びを対象に，保育全

体の理論的枠組みの観点と指導上の留意点の観点と保育

所保育指針のねらい等の観点から，次の手順で，保育実

践の自己評価観点を明確化できた。

　第１に，対象保育実践の保育目標と全体の流れと指導

上の留意点を明確化する。第 2 に，園の保育全体の理論

的枠組みから，保育目標以外の対象保育実践の自己評価

観点を導き出す。第 3 に，指導上の留意点から，対象保

育実践の自己評価観点を導き出す。第 4 に，保育所保育

指針のねらいの観点から，対象保育実践の自己評価観点

を導き出す。第 5 に，保育所保育指針のその他の必要な

観点から，対象保育実践の自己評価観点を導き出す。第 6 

に，導き出された自己評価観点全体を分析・整理して内

容が重複するものは削除する。第 7 に，対象保育実践を

行 い，その内容の園内での位置づけを理解している複数

保育士が，自己評価観点の明確化手順とその内容の妥当

性について検討する。第 8 に，その結果により，自己評

価観点の明確化手順の妥当性を確認すると共に，自己評

価観点に必要な追加あるいは修正を行い，関係したメン

バー全員による最終合意を得る。

　このようにして，仮説による，一定保育実践の自己評

価観点明確化手順に関しては，その妥当性が確認された。

このことについては，次のように考える。保育課程は，

園の保育全体の理論的枠組みを保持しつつ，保育所保育

指針のねらい等を保障するものになるように編成されて

いる。したがって，園における保育実践は，園の保育全

体の理論的枠組みの観点と保育所保育指針のねらい等の

観点を踏まえたものになる必要がある。また，執筆者ら

がより正確な判断をするために注目した指導上の留意点

は，保育現場の資料から明確化されている保育全体の理

論的枠組みと整合しているので，自己評価観点は，それ

らを踏まえたものになる必要がある。つまり，一定保育

実践の自己評価観点は，これらの三つの観点から導き出

されれば，保育課程に基づいているといえるものになる

と考えられるのである。

　しかし，自己評価観点そのものについては，追加・修

正がなされ，その追加・修正と整合するように，保育全

体の理論的枠組み及び保育課程編成表の記載内容も追加・

修正されることになった。この点については，次のよう

に考える。園における保育全体の理論的枠組みとそれに

基づく保育課程編成表の記述内容は，基本的に，所属保

育士の保育経験やその中で得た知識によって修正されて

いくものである。したがって，保育全体の理論的枠組み

と保育課程編成表が成立して一定時間経っている場合，

現在でも妥当といえるかどうかの確認を行う必要があ

る。本リサーチの場合，保育課程編成表の作成後，約半

年経過していたので，その期間における所属保育士の保

育経験と習得知識の蓄積によって，追加・修正が生じた

と考えられるのである。

　今後の課題としては，開発した自己評価観点明確化手

順によって，他の一定保育実践についての自己評価観点

も明確にする必要がある。その際には，自己評価観点の

明確化手順も検討し，改善が必要であれば改善する。

　続いて，明確化された自己評価観点に基づき，現在の

年間指導計画，月間指導計画等を対象に，保育実践につ

いての記述内容が保育課程を実現したものになっている

かどうか検討し，必要な修正を行う。

　また，その過程で，各段階の指導計画記述についての

検討において，どの自己評価観点を重視すればよいのか

の追究が必要となろう。また，各段階の指導計画記述に

ついての検討の際に，どういう立場の職員がどの自己評

価観点からの検討を行う必要があるかについても追究す
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る必要があろう。特に，子どもの実際に応じて作成する

短期の指導計画の場合，自己評価観点にとらわれて子ど

も理解に基づく柔軟な保育が妨げられたら問題である。

保育の基準についての改革が保育現場で実現できないと

いう問題を解決するためのマネジメントの研究は必要で

あるが，保育実践そのものの段階で保育の基本が妨げら

れない手順を開発する必要がある。この二つの課題を実

現するために，明確化された自己評価観点をどう活用す

るかについての追究を行う必要がある。

　最後に，本リサーチの限定性について考察する。御南

保育園は私立である。私立の場合，創立時の基本的考え

方があり，また，公立園のように人事異動で管理職が変

わることは少なく，一貫性を持った実践を継続しやすい。

本リサーチの成果については，まず私立保育園の範囲に

限定して検討を進め発展させてから，公立保育園での応

用を考えていくことが適切であるといえる。

―注―

 1 　筆者らが日常的に関係している保育所は，公的に○

○保育園という名称を使っておられるので，そのこと

を尊重し，本研究では保育園という名称を用いる。

 2    例えば，植田健男は，「教育課程経営論の到達点と教

育経営学の研究課題」（『日本教育経営学会紀要』51，

pp.34-44，2009）の中で，高野をそのように位置づけて

いる。

 3    田村は，このことについて，『カリキュラムマネジメ

ントが学校を変える』(中留武昭，田村知子，学事出版，

pp.42･43･50，2004)の中で論じている。

 4     今後，ここでの「保育全体の理論的枠組み」の中に，

例えば，子どもの思いを受け止めて満たすとか，子ど

もに充実感をもたらすとかの内容で，「保育者の子ども

へのかかわり方」という項目を入れることや，「保育目

標」間の関係について記述したりその記述に対応する

形で「保育内容の構成の仕方」を書き直したりするこ

となど，より体系的な記述に改善するための検討を行

う予定である。

 5    これらの留意点の追究過程で，和多美知子（編著）『増

補改訂版　あそびごよみ～指導計画　日案実践例』（西

日本法規出版，2004）を参考にしている。また，渡邊

祐三，横松友義，森英子，伊勢慎，小寺健司  「昭和以

降における子どもの縄とび遊びの質的変化の発達への

影響に関する一考察」（『日本保育学会第61回大会発表

論文集』，p.425，2008）は，その研究成果である。

 6     この項目については、その後、すべての人が「五感」

を有しているとは限らないので、「五感」の部分を「諸

感覚」と修正することになった。
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